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再生可能エネルギーの主力電源化に向けて、太陽電池のエネルギー変換効率 (PCE) と耐久性の

向上が重要である。我々はこれまでにペロブスカイトとシリコンから成る 2 端子構造のタンデム

太陽電池で PCE 25.5%を達成し、ボトムセルの PCE に 8.2%abs 上乗せできた [1]。今回、タンデ

ム太陽電池で 1000 時間の連続発電を実証した。PCE 20%以上から試験を開始して、劣化率は 10%

以下であった。タンデム太陽電池は、シリコンヘテロジャンクションタイプのシリコン太陽電池

をボトムセルとし [2]、トップセルとしてペロブスカイト層等を形成した[3]。これまでに我々は

太陽電池の耐久性を向上するために、ペロブスカイトを構成するイオンのマイグレーションをス

パッタ膜でブロックできること報告した [4]。今回も低ダメージスパッタによってペロブスカイト

層にダメージを与えることなく形成した ITO で太陽電池の劣化を抑制した。更にペロブスカイト

のグレインバウンダリーに存在する格子欠陥を 2-Phenylethylamonium iodide (PEAI) でパッシベー

ションすることで、イオンの安定性を更に高めた。Fig. 1 に初期 PCE が 21.2%のタンデム太陽電

池の光連続照射試験結果を示した。1SUN (AM1.5G, 100mW/cm2) を UV カットすることなく照射

した結果、1000 時間後の劣化率は 9.57%であった。ペロブスカイト/シリコンタンデム太陽電池に

おいて、T90: >1000 時間以上の耐久性を世界で初めて実現した。 

 

   

 

 

Fig.1) MPP tracking of perovskite/silicon tandem solar cell under AM1.5G, 100 mW/cm2 illumination without 

UV cut filter. The tandem cell was encapsulated into a glass cylinder [5]. 
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